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(54)【発明の名称】 肌の総合測定装置

(57)【要約】
【課題】  粗面化シールのような消耗品を用いずに、１
回の測定で簡単に自動的に肌表面の水分量、油分量、温
度、弾力、キメの状態を同時に測定できる装置。
【解決手段】  被検体の肌表面Ｓに接触させて肌の油分
量を測定するための接触面を有する透明体３０と、接触
面に透明体内部から照明光を照射するための光源４１
と、接触面で内部反射された反射光を検出するための光
検出器４２と、接触面近傍に一体に配置され肌表面Ｓに
接触されたときの静電容量から肌の水分量を測定するコ
ンデンサー５０と、透明体３０を通して接触面に近接し
た状態の肌表面を撮影する撮影装置７１、７２とを備
え、コンデンサー５０の容量変化に基づいて撮影装置７
１、７２による撮影動作が制御される肌の総合測定装
置。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被検体の肌表面に接触させて肌の油分量
を測定するための接触面を有する透明体と、前記接触面
に透明体内部から照明光を照射するための光源と、接触
面で内部反射された反射光を検出するための光検出器
と、前記接触面近傍に一体に配置され肌表面に接触され
たときの静電容量から肌の水分量を測定するコンデンサ
ーと、前記透明体を通して前記接触面に近接した状態の
肌表面を撮影する撮影装置とを備え、前記コンデンサー
の容量変化に基づいて前記撮影装置による撮影動作が制
御されることを特徴とする肌の総合測定装置。
【請求項２】  前記透明体が前記接触面の他に、入射面
と射出面を備え、前記入射面に面して前記光源が配置さ
れ、前記射出面に面して前記光検出器が配置され、前記
透明体の屈折率ｎ

g 
は肌表面の油分の屈折率ｎ

oi
より大

きいものであり、前記照明光が、水分に対する前記透明
体の臨界角θ

Cwo 
より大きな入射角であって肌表面の油

分に対する前記透明体の臨界角θ
Coi 
より小さい入射角

で照射されることを特徴とする請求項１記載の肌の総合
測定装置。
【請求項３】  前記接触面近傍に一体に配置され肌表面
に接触されたときの肌の温度を検出する温度検出手段を
備えたことを特徴とする請求項１又は２記載の肌の総合
測定装置。
【請求項４】  前記接触面近傍に一体に配置され肌表面
に接触されたときの肌の弾力を検出する弾力検出手段を
備えたことを特徴とする請求項１から３の何れか１項記
載の記載の肌の総合測定装置。
【請求項５】  被検体の肌表面に接触させて肌の油分量
を測定するための接触面を有する透明体と、前記接触面
に透明体内部から照明光を照射するための光源と、接触
面で内部反射された反射光を検出するための光検出器
と、前記接触面近傍に一体に配置され肌表面に接触され
たときの静電容量から少なくとも肌の水分量を測定する
コンデンサーとを備え、前記コンデンサーとして、平行
に円周状に伸びる一対の櫛形電極を相互に噛み合うよう
に対向離間配置してなるものを用いていることを特徴と
する肌の総合測定装置。
【請求項６】  前記透明体を通して前記接触面に近接し
た状態の肌表面を撮影する撮影装置を備え、前記コンデ
ンサーの容量変化に基づいて前記撮影装置による撮影動
作が制御されることを特徴とする請求項５記載の記載の
肌の総合測定装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、肌の総合測定装置
に関し、特に、消耗品なしに１回の測定で簡単に自動的
に肌表面の水分量、油分量、温度、弾力、キメの状態を
同時に測定できる装置に関するものである。
【０００２】
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【従来の技術】人の肌表面の水分量、油分量、温度、弾
力、キメの状態を測定することは、化粧品を選ぶ上で重
要なことである。水分量の多い人が油性の化粧品を用い
たり、油分量の多い人が水性の化粧品を用いたりする
と、肌を荒らしたり化粧品ののりが悪くなる。
【０００３】そこで、従来は、肌の水分量の測定には、
水の誘電率が高いことを利用して表面を保護してある面
型のコンデンサーを肌に押し当ててそのコンデンサーの
容量変化を測定することにより水分量の測定を行ってい
る。
【０００４】一方、肌の油分量の測定には、表面を粗面
化してシールを用い、そのシールの粗面側を肌に押し付
けて粗面の凹部内に毛管現象により油分を滲み込ませ、
シールに付着した油分が多い程粗面が平滑化して光の散
乱が減少することを利用して、そのシールに裏面側から
光を当てて散乱光の強度を測定することにより油分量の
測定を行っている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、肌の油
分量の測定にこの粗面化したシールを用いる方式では、
粗面に滲み込んだ油分は容易には除去できないため、測
定毎にシールを新しいものと交換し、使用済みのシール
は廃棄している。そのため、環境に厳しいと共に、測定
コストが高価なものとなってしまう。さらには、肌表面
の油分量と水分量を同時に同じ個所で測定することがで
きない。
【０００６】また、肌の弾力、キメの状態も従来は別々
に測定しており、肌の総合的な状態を測定するには、項
目ごとに別々の測定を行う必要があり、長い時間が必要
である。
【０００７】本発明は従来技術のこのような問題点に鑑
みてなされたものであり、その目的は、粗面化シールの
ような消耗品を用いずに、１回の測定で簡単に自動的に
肌表面の水分量、油分量、温度、弾力、キメの状態を同
時に測定できる装置を提供することである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成する本発
明の肌の総合測定装置は、被検体の肌表面に接触させて
肌の油分量を測定するための接触面を有する透明体と、
前記接触面に透明体内部から照明光を照射するための光
源と、接触面で内部反射された反射光を検出するための
光検出器と、前記接触面近傍に一体に配置され肌表面に
接触されたときの静電容量から肌の水分量を測定するコ
ンデンサーと、前記透明体を通して前記接触面に近接し
た状態の肌表面を撮影する撮影装置とを備え、前記コン
デンサーの容量変化に基づいて前記撮影装置による撮影
動作が制御されることを特徴とするものである。
【０００９】この場合に、透明体が接触面の他に、入射
面と射出面を備え、その入射面に面して光源が配置さ
れ、射出面に面して光検出器が配置され、透明体の屈折
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率ｎ

g
は肌表面の油分の屈折率ｎ

oi
より大きいものであ

り、照明光が、水分に対する透明体の臨界角θ
Cwo 
より

大きな入射角であって肌表面の油分に対する透明体の臨
界角θ

Coi 
より小さい入射角で照射されることが望まし

い。
【００１０】また、接触面近傍に一体に配置され肌表面
に接触されたときの肌の温度を検出する温度検出手段、
あるいは、接触面近傍に一体に配置され肌表面に接触さ
れたときの肌の弾力を検出する弾力検出手段の少なくと
も何れか一方を備えていることが望ましい。
【００１１】本発明のもう１つの肌の総合測定装置は、
被検体の肌表面に接触させて肌の油分量を測定するため
の接触面を有する透明体と、前記接触面に透明体内部か
ら照明光を照射するための光源と、接触面で内部反射さ
れた反射光を検出するための光検出器と、前記接触面近
傍に一体に配置され肌表面に接触されたときの静電容量
から少なくとも肌の水分量を測定するコンデンサーとを
備え、前記コンデンサーとして、平行に円周状に伸びる
一対の櫛形電極を相互に噛み合うように対向離間配置し
てなるものを用いていることを特徴とするものである。
【００１２】この場合、透明体を通して接触面に近接し
た状態の肌表面を撮影する撮影装置を備え、コンデンサ*

4
*ーの容量変化に基づいて撮影装置による撮影動作が制御
されることが望ましい。
【００１３】本発明においては、簡単な構成で、何らの
消耗品を用いずに、１回の測定で簡単に自動的に肌表面
の水分量、油分量の測定、表面状態の撮影等を同時に行
うことができる。
【００１４】
【発明の実施の形態】まず、本発明の肌の総合測定装置
の油分量測定の原理について説明する。
【００１５】本発明で用いる油分量測定の基本原理は、
ガラスのような透明体の平面を肌に密着し、その平面に
接触する油分部分では全反射を起こさず、その平面に接
触する水分部分及び空気部分では全反射を起こすような
角度で透明体内からその平面に光束を照射し、その平面
で反射した光束の強度を測定することにより油分量を測
定するものである。
【００１６】以下、より具体的に説明する。光の屈折の
法則に基づくと、図４（ａ）に示すように、平面の界面
の入射側の屈折率をｎ

1 
、反対側の屈折率をｎ

2 
とし、

入射光１の界面の法線から計った入射角をθ、屈折光２
の界面の法線から計った屈折角をβとすると、

    ｎ
1 
ｓｉｎθ＝ｎ

2 
ｓｉｎβ                            ・・・（１

）の関係を満足する。ここで、ｎ
1 
＞ｎ

2 
の関係を満たす

とき、β＝９０°になるθが存在する。そのときのθは*
*臨界角θ

C 
と呼ばれ、

    ｓｉｎθ
C 
＝ｎ

2 
／ｎ

1 
                                ・・・（２

）の関係を満足する。この臨界角θ
C 
以上の入射角θで入

射光１を界面に入射させると、図４（ｂ）に示すよう
に、入射光１はその界面で反射の法則を満たして（入射
角θと同じ反射角θで）１００％反射光３として反射さ
れる。この現象が全反射と呼ばれる。
【００１７】ところで、図３（ａ）に示すように下面が
平面のガラスＧを肌表面Ｓに押し付けた場合、ガラスＧ
の下面には、図３（ｂ）に示すように、油分１１と水分
１２と空気１３が分離して接触する。このようにそれぞ
れが分離して接触するのは、油分１１と水分１２は融合

しないためである。肌表面Ｓの油分量はこのように分離
して接触した油分１１の接触面積に比例すると考えられ
るので、図３（ｂ）の面内の油分１１の面積を測定する
ことにより、肌表面の油分量が測定できる。
【００１８】図３（ｂ）の油分１１の接触面積を測定す
るには、使用光の波長が６３２ｎｍの場合、水分の屈折
率（ｎ

wo
＝１．３３）及び空気の屈折率（ｎ

ai
＝１）よ

り油分の屈折率（ｎ
oi
＝１．５８）が大きく、ガラスＧ

の屈折率ｎ
g 
を油分の屈折率ｎ

oi
より大きなものを選

び、すなわち、
    ｎ

g 
＞ｎ

oi
                                            ・・・（３

）とするとき、水分部分１２に対するガラスＧの臨界角θ

Cwo 
及び空気部分１３に対するガラスＧの臨界角θ

Cai 

が、油分部分１１に対するガラスＧの臨界角θ
Coi 
より

小さいことを利用して、図１に示すように、θ
Coi 

より
小さくθ

Cwo 
より大きな入射角θ、すなわち、

    θ
Cwo 
＜θ＜θ

Coi 
                                    ・・・

（４）を満足する入射角θで、ガラスＧ側からガラスＧの下面
に入射光束１０を入射させ、水分部分１２と空気部分１
３で全反射を起こさせ、油分部分１１では全反射が起き
ないようにして、ガラスＧの下面で反射される反射光２
０の強度を測定すればよい。油分１１の接触面積の入射
光束１０中での割合をＫとすると、反射光２０の強度Ｐ
は、図２に示すような関係を示す。油分の割合が１００
％でも反射光２０の強度Ｐが０にならないのは、ガラス
Ｇの屈折率ｎ

g 
と油分の屈折率ｎ

oi
の差による界面での

フレネル反射による反射光があるためである。なお、こ
のフレネル反射の強度を弱くするには、入射光束１０と
してＰ偏光を用いる方がより望ましい。
【００１９】次に、この油分量測定のための構成の実施
例について説明する。上記したように、水分の屈折率ｎ

wo
＝１．３３であり、油分の屈折率ｎ

oi
＝１．５８であ

るので、ガラスＧの屈折率として例えばｎ
g 
＝１．８４

のものを用いる場合、水分部分１２に対するガラスＧの
臨界角θ

Cwo 
＝４６．３°、油分部分１１に対するガラ
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スＧの臨界角θ

Coi 
＝５９．２°となる。したがって、

ガラスＧ内の入射光束１０の界面入射角θ＝５０°にな
るようにガラスＧの形状を選ぶことにより、本発明の肌
の油分量測定装置を構成することができる。
【００２０】図５は上記に基づいて構成した肌の油分量
測定装置の１実施例の主要部の断面図であり、ガラスブ
ロック３０が配置され、その屈折率はｎ

g 
＝１．８４に

選択されている。ガラスブロック３０には、被検体の肌
に接触される接触平面３１と、この平面３１にブロック
内から入射角θ＝５０°で入射する入射光束１０がガラ
スブロック３０に屈折されずに入射させる入射平面３２
と、平面３１で全反射した反射光２０をブロック外に屈
折されずに射出させる射出平面３３が形成されている。
そして、入射平面３２に近接してＬＥＤ４１が配置さ
れ、射出平面３３に近接してフォトダイオード４２が配
置されている。
【００２１】ここで、ＬＥＤ４１は１０°未満の広がり
角で単色光を放射するので、ＬＥＤ４１と入射平面３２
の間にコリメータ用のレンズを設けなくとも、接触平面
３１には、θ

Cwo 
＝４６．３°＜θ＜５９．２°＝θ

Coi 
の関係（（４）式）を満たして入射光束１０を入射

させることができる。ただし、ＬＥＤ４１と入射平面３
２の間にコリメータレンズを配置して入射光束１０を平
行光にするようにすることがより望ましい。まが、ＬＥ
Ｄ４１の代わりに他の単色あるいは多波長の光源を用い
てもよい。
【００２２】このような配置であるので、ガラスブロッ
ク３０の接触平面３１を被検体の肌に押し付けてＬＥＤ
４１を点灯して入射光束１０を接触平面３１に照射し、
フォトダイオード４２で反射光２０の強度を検出するこ
とにより、被検体の肌の油分の割合Ｋを水分の影響を受
けずに求めることができる。
【００２３】次に、本発明の肌の総合測定装置で用いる
水分量測定の装置について説明する。このためには、図
６（ｂ）に正面図を示すような円周状に伸び相互に噛み
合うように対向離間配置された一対の櫛形電極５１、５
２からなる面型コンデンサー５０が用いられる。この面
型コンデンサー５０は、図６（ａ）の断面図に示すよう
に、肌Ｓがこの面型コンデンサー５０に近づいてくる
と、櫛形電極５１、５２間の実効的な誘電率が高くなる
ためその静電容量Ｃが増大する特性を有するものであ
り、この面型コンデンサー５０を保護層５３を介して肌
Ｓに押し付け密着させると、肌Ｓの水分量に応じてその
静電容量Ｃが変わるものである。具体的には、肌Ｓの水
分量が多い程静電容量Ｃが大きくなるものである。した
がって、面型コンデンサー５０を肌Ｓに押し付けたとき
の面型コンデンサー５０の容量を図示しないコンデンサ
ー容量検出回路で検出することにより、被検体の肌の水
分の割合もを検出することができる。
【００２４】また、図６（ｂ）には、この面型コンデン
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サー５０の引き出し電極５４、５５間に一体に温度検出
器６０が配置されている。この温度検出器６０として
は、サーミスター、熱電対等が用いられる。したがっ
て、面型コンデンサー５０を肌Ｓに押し付けると、同時
に温度検出器６０も肌Ｓに押し付けられ、肌Ｓの温度を
同時に検出することができる。なお、符号６１、６２は
温度検出器６０の引き出し電極である。
【００２５】図７は、肌の油分量測定用のガラスブロッ
ク３０を通して肌の表面状態、例えば肌のキメ、汗腺
穴、しわ、色を観察するための画像を撮影するための構
成を示す図である。ガラスブロック３０には、被検体の
肌に接触される接触平面３１と平行な裏面３４が設けら
れており、その接触平面３１と裏面３４を通して接触平
面３１に接触前の肌Ｓの表面の像を見ることができる。
そこで、ガラスブロック３０の裏面３４に面して撮像レ
ンズ７１が配置され、その拡大結像面にカラーＣＣＤ等
のカラー撮像素子７２が配置され、肌Ｓの表面状態が撮
像される。なお、その際の肌Ｓを照明する照明光につい
ては図示は省いてあるが、撮像レンズ７１の周辺に白色
光源を設ける、あるいは、ガラスブロック３０の裏面３
４とカラー撮像素子７２の間の何れかの光路中にハーフ
ミラーを配置して照明光を導入する等の周知の構成をと
る。
【００２６】ただし、ここで重要なことは、ガラスブロ
ック３０の接触平面３１が肌Ｓに押し付けられた状態の
肌表面を撮影しても、その表面状態の画像が正しく撮像
されないので、ガラスブロック３０が肌Ｓに近づく前あ
るいは離れる一瞬の画像を撮像するようにする。そのた
めに、図６を用いて説明した水分量測定用の面型コンデ
ンサー５０を利用する。
【００２７】すなわち、上記したように、面型コンデン
サー５０は肌Ｓが近づいてくると、櫛形電極５１、５２
間の実効的な誘電率が高くなるためその静電容量Ｃが増
大して行くものである。いま、面型コンデンサー５０の
静電容量ＣをＬＣ回路の同調周波数ｆで測定するとする
と、図８に示すように、面型コンデンサー５０から肌Ｓ
までの距離ｄがある距離ｄ

0 
以上になると、空気中に面

型コンデンサー５０が孤立した状態となるので、静電容
量Ｃは略一定であり、同調周波数ｆも一定の値ｆ

0 
とな

る。その距離ｄ
0 
よりも距離ｄが小さくなると、静電容

量Ｃが増加するので同調周波数ｆは減少し、密着状態
（ｄ≒０）では肌Ｓの水分量に応じてその静電容量Ｃが
変わり、肌Ｓの水分量が多いとき静電容量Ｃは相対的に
大きいので、周波数ｆ

H 
となり、肌Ｓの水分量が少ない

とき静電容量Ｃは相対的に小さいので、ｆ
H 
より大きな

ｆ
L 
となる。したがって、密着状態（ｄ≒０）でのｆか

ら肌Ｓの水分量が検出できるが、肌Ｓの水分量に応じて
その中間の距離ｄでは、同調周波数ｆも肌Ｓの水分量に
応じて減少して行く。図中、曲線Ｈは肌Ｓの水分量が多
いとき、曲線Ｌは肌Ｓの水分量が少ないときである。面
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7
型コンデンサー５０が肌Ｓから離れている状態の同調周
波数ｆ

0 
から所定の値Δｆ（Δｆ＜ｆ

0 
－ｆ

L
）だけ下

がった状態での面型コンデンサー５０から肌Ｓまでの距
離を見ると、肌Ｓの水分量に応じてその距離は異なるが
（水分量が多いとき：ｄ

1H
、水分量が少ないとき：

ｄ
1L
）、何れにしてもその距離の誤差はΔｄの範囲に入

った所定幅の距離である。この距離の誤差Δｄ以上の被
写界深度の撮像レンズ７１を用いれば、面型コンデンサ
ー５０の静電容量Ｃの変化を検出することにより、ガラ
スブロック３０の接触平面３１が肌Ｓから離れた位置で
の画像を撮像することができる。
【００２８】したがって、図７に示すように、ガラスブ
ロック３０の接触平面３１の近傍（図７の場合は周囲）
に一体に面型コンデンサー５０を設け、面型コンデンサ
ー５０が肌Ｓに近づいて行く過程あるいは離れて行く過
程でその面型コンデンサー５０の静電容量Ｃの変化を見
て、その変化量が所定の値になったときにガラスブロッ
ク３０を通して撮像レンズ７１とカラー撮像素子７２に
より肌Ｓの表面状態の画像を撮像することにより、肌の
キメ、汗腺穴、しわ、色等の表面状態を観察するための
画像が撮像できる。
【００２９】また、本発明の肌の総合測定装置において
は、弾力センサーも必要に応じて用いる。弾力センサー
７０は、例えば図９に示すように、バネ７２で押圧して
いる接触ピン７１を肌Ｓに押し付け、肌Ｓの凹み量ｗを
検出して肌Ｓの弾力を見るものであり、接触ピン７１は
ケース７３内で後ろよりバネ７２で前方へ押圧されてお
り、その接触ピン７１の位置（凹み量ｗ）は、ケース７
３内に接触ピン７１後端を挟んで対向配置された発光素
子７４と受光素子７５からなるフォトカップラーの出力
値から検出することができる。すなわち、接触ピン７１
後端の位置に応じて発光素子７４からの光束の遮断量が
異なるため、受光素子７５からの出力値は変化する。し
たがって、その出力値により肌Ｓの弾力を検出すること
ができる。
【００３０】図１０は、以上の肌の油分量測定装置、水
分量測定装置、温度測定装置、表面状態撮像装置、弾力
測定装置を一体に組み込んだ本発明による肌の総合測定
装置の１実施例の構成を示す図である。すなわち、油分
量測定装置は、図５のような配置のガラスブロック３０
とＬＥＤ４１とフォトダイオード４２からなり、水分量
測定装置は、ガラスブロック３０の接触平面３１の周囲
に配置された図６のような面型コンデンサー５０からな
り、温度測定装置は、ガラスブロック３０の接触平面３
１の周囲の一部に配置された温度検出器６０からなり、
表面状態撮像装置は、ガラスブロック３０の裏面３４に
面して配置された撮像レンズ７１とその拡大結像面に配
置されたカラー撮像素子７２と、面型コンデンサー５０
からなり、弾力測定装置は、ガラスブロック３０の周囲
の一部に配置された弾力センサー７０からなる。
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【００３１】このような構成であるので、ガラスブロッ
ク３０を被検体の肌Ｓに押し付けるために近づけると、
面型コンデンサー５０も同時に近づき、図示しないコン
デンサー容量検出回路でその容量を測定し、その容量が
所定値増加した時点であって、まだガラスブロック３
０、面型コンデンサー５０、温度検出器６０、弾力セン
サー７０が肌Ｓに接触する以前に、撮像レンズ７１を通
してカラー撮像素子７２により肌Ｓの表面状態が撮像さ
れる。そのままガラスブロック３０を被検体の肌Ｓに押
し付けて接触させた状態で、肌Ｓの油分量、水分量、温
度、弾力がそれぞれフォトダイオード４２、面型コンデ
ンサー５０、温度検出器６０、弾力センサー７０からの
出力値により検出される。
【００３２】図１１は、図１０に示した肌の総合測定装
置をプローブヘッド８０として用いている肌の総合測定
装置の全体のシステム構成を示す図であり、プローブヘ
ッド８０の接触先端部８１にガラスブロック３０、面型
コンデンサー５０、温度検出器６０、弾力センサー７０
が一体に配置され、その後端側にＬＥＤ４１、フォトダ
イオード４２、撮像レンズ７１、カラー撮像素子７２等
が配置される。そのプローブヘッド８０には、ヒーター
８２が一体に設けられプローブヘッド８０全体を肌に接
触させても違和感のない温度に保っている。また、プロ
ーブヘッド８０には、キャリブレーションボタン８３が
設けられ、このキャリブレーションボタン８３を押すこ
とによって、測定装置の基準点（例えば、面型コンデン
サー５０が孤立しているときの静電容量Ｃを記憶する
等）を決めている。また、プローブヘッド８０には電源
ランプ８５と測定可能状態を示すランプ８４が設けられ
ている。
【００３３】プローブヘッド８０はライン９１を通して
コントローラ９０に接続されており、プローブヘッド８
０から得られた以上のような肌の情報はこのコントロー
ラ９０を経てモニター９３に送られると共に、パソコン
９５に送られる。モニター９３には、肌の水分量
（Ｗ）、油分量（Ｏ）、温度（Ｔ）、弾力（Ｋ）、色
（Ｃ）の測定値と共に、肌の表面状態を示す画像が同時
に表示される。一方、パソコン９５にはこれらの情報が
電子カルテとして記憶されると共に、肌の表面状態の画
像が画像解析されて数値化される。
【００３４】なお、コントローラ９０とモニター９３を
つなぐライン９２、コントローラ９０とパソコン９５を
つなぐライン９４は無線化して電波あるいは赤外線によ
ってつなぐようにしてもよい。
【００３５】なお、肌の水分量及び肌からの距離を検出
する面型コンデンサー５０としては、従来のように、平
行に伸びる一対の直線状の櫛形電極を相互に噛み合うよ
うに対向離間配置したものを用いてもよいが、図６のよ
うに、平行に円周状に伸びる一対の櫛形電極を相互に噛
み合うように対向離間配置したものを用いた方が測定の
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安定性が高いことが実証されており、より望ましいもの
である。
【００３６】以上、本発明の肌の総合測定装置をその原
理と実施例に基づいて説明してきたが、本発明はこれら
実施例に限定されず種々の変形が可能である。例えば、
光源としてＬＥＤの代わりにＬＤ、白色光源等を用いて
もよい。
【００３７】
【発明の効果】以上の説明から明らかなように、本発明
の肌の総合測定装置によると、簡単な構成で、何らの消
耗品を用いずに、１回の測定で簡単に自動的に肌表面の
水分量、油分量の測定、表面状態の撮影等を同時に行う
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明において肌の油分量測定装置の測定原理
を説明するための図である。
【図２】図１の配置において油分の割合と反射光の強度
の関係を示す図である。
【図３】ガラスを肌表面に押し付けた場合の様子とその
場合に油分、水分、空気が分離して接触する様子を示す
図である。
【図４】光の屈折の法則と全反射を説明するための図で
ある。
【図５】本発明において肌の油分量測定装置の１実施例
の主要部の断面図である。
【図６】本発明において水分量測定装置に用いる面型コ
ンデンサーの構成と作用、及び、一体に設けた温度検出
器を説明するための図である。
【図７】本発明において肌の表面状態を観察するための
画像を撮影するための構成を示す図である。
【図８】図６の面型コンデンサーの静電容量と肌の距
離、水分量との関係を示す図である。
【図９】本発明において用いる弾力センサーの１例の構
成を示す図である。
【図１０】本発明による肌の総合測定装置の１実施例の
構成を示す図である。
【図１１】図１０に示した肌の総合測定装置をプローブ
ヘッドとして用いている肌の総合測定装置の全体のシス
テム構成を示す図である。
【符号の説明】
Ｇ…ガラス
Ｓ…肌、肌表面
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１…入射光
２…屈折光
３…全反射光
１０…入射光束
１１…油分（部分）
１２…水分（部分）
１３…空気（部分）
２０…反射光
３０…ガラスブロック
３１…接触平面
３２…入射平面
３３…射出平面
３４…裏面
４１…ＬＥＤ
４２…フォトダイオード
５０…面型コンデンサー
５１、５２…櫛形電極
５３…保護層
５４、５５…面型コンデンサーの引き出し電極
６０…温度検出器
６１、６２…温度検出器の引き出し電極
７１…撮像レンズ
７２…カラー撮像素子
７０…弾力センサー
７２…バネ
７１…接触ピン
７３…ケース
７４…発光素子
７５…受光素子
８０…プローブヘッド
８１…接触先端部
８２…ヒーター
８３…キャリブレーションボタン
８４…測定可能状態を示すランプ
８５…電源ランプ
９０…コントローラ
９１…ライン
９２…ライン
９３…モニター
９４…ライン
９５…パソコン
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